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内容の要旨および審査の結果の要旨
女性の性機能は体重と密接に関連しているが，性機能の発達段階にある若年女性における体重減少性無
月経症の内分泌環境についてはなお不明な面が多い。本研究では，体重減少に伴う無月経症例の内分泌学
的特徴を検索する目的で，若年女性に好発する神経性食思不振症（anorexianervosa，ＡＮ）患者20例
と単純性体重減少性無月経症（simpleweightlossamenorrhea，ＳＷＬ）患者21例の臨床所見と内
分泌学的所見について検討し，以下の結果を得た。
(1)臨床所見については，ＡＮ群では無月経発症年齢と無月経発症前体重がSWL群よりも低い傾向にあり，
無月経発症後も体重減少を認める症例が多かった。
(2)血中下垂体ホルモンについては，ＬＨ－ＲＨ負荷試験においてＡＮ群ではＬＨの低下・無反応型が47％
とSWL群の26％と比べてやや高率に認められた。また，正常月経周期を有する若年女性（control，Ｃ）
に比べて，ＡＮ，ＳＷＬ両群ではLH，FSH，PRLは低下し，ＴＳＨは上昇していた。
(3)血中ステロイドホルモンについては，コルチゾール（cortisol,ＣＯL）は，ＡＮ，ＳＷＬ両群で上昇し
ていた。一方，デヒドロエピアンドロステロン（dephydroepiandrosterone，ＤＨＡ）およびＤＨＡサ
ルフェート（DHA-sulfate,ＤＨＡ－Ｓ）は，ＡＮ，ＳＷＬ両群で低下していた。アンドロステンジオン
（androstenedione,ＡＤ）は，ＡＮ群で低下していたが，エストラジオール（estradiol）およびテスト
ステロン（testosterone，Ｔ）はＣ群との間に有意の差を認めなかった。また，血中ステロイドホルモ
ン濃度比で，ＡＮＳＷＬ両群においてDHA／COL，ＤＨＡ－Ｓ／COLは低下し，Ｔ／DHA，ＡＤ／DHA，
Ｔ／ＡＤは上昇していた。
(4)ＡＮ群とSWL群との間の内分泌環境の相違点として，ＡＮ群はSWL群と比して，ＬＨ,PRLは上昇して
いるものの，ＤＨＡは低下傾向を示し，ＤＨＡ－Ｓ，ＡＤは低下していた。
これらの結果より，ＡＮＳＷＬ患者においては，視床下部一下垂体一卵巣系機能のみならず,下垂体一
副腎皮質調節機構の障害および副腎皮質におけるステロイド代謝の異常が示唆された。
以上，本研究は視床下部一下垂体一卵巣および副腎系と体重減少との密接な関連性を明らかにしたもの
であり，婦人科内分泌学に寄与する労作と認められた。
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